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縄文時代と自然環境ー② 
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自然環境と言っても、古代まで遡 ると、地形や天候も今と同じとは限りません。 

①縄文時代（約6,000-2,300年鹸） 
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“二‘ 縄文路（目然蛇行） 
I 

編文譲藩が立地した台地 “、 

（例：No.446遣跡）」 

・大罵川は谷雇の低地を大きく蛇行 

・塚之内岡辺は川の氾濫原・湿地 

・台地上に縄文無罵が立地 

・豊かむ水辺環境（謙・採隻一水田の鳳聖〕 

堀之内あたりの大栗川の流れの変化（縄文時代～現在） AN
②江戸時代(17-19世紀） 

'' I 

大景川 

（自磐蛇行）I 

・蛇行する大異川と谷戸・水田が広がる 

・川沿いに鱗藩や逼が発遅 

・水書と共存した‘らし（田畑・論揚・水車） 

ーー瞬さの大国川 ー ー ー ’日ス露〔椎1、 

③昭和初網（-1950年代） 

、 

電之内 
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七 大履川 

（蛇行が残る） 

・まだ蛇行流路が多く残る 

・水田や畑地が川沿いに広がる 

・昭和初隅からー部で河川改俸が始まる 

・京王柵横原‘の開過により人口増加 

忍地・低地 車三 Aに 

辛こ切地図は、工土地理陰篭図・古地雲‘地ぞz・文敵・適誹分市憐‘をしとに咋或した推定図で1, 
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④現在（2020年代） 

大豆川 

(“北された現在の武舞） 

・1960-80年代の河川改俸で直線化・並編 

・頭岸整価、遊歩過‘公．豊価 

・旧流路の臓跡は地形や地名にー部残る 

・多摩ニュータウン闘発により市衝化 

片地‘E雄 達柳‘市衝地 ーー主要運路 

この地図は、まだ文字がなかった縄文時代をAlでイメージ したものです。 

Cf.「明治から平成にかけての地図からわかる由木の変遷」は由木（東部） 

地区環境市民会議のwebsite （右のQR コード）に掲載されています。 

け漂川縄文クラブ代表 堤直樹） 

お知らせ 

咋虜 胃通m 7025可6" 

https://tinyurl.com/3svpeyw4 

実施済み 予 定 

イべント名 由木の大昔をたどる 由木中央市民センター祭り 

開催日時 10月8 日（木）10--12時 
10月31日（土）13-16時 
11 月 1 日（日）10--- 15 時 

開催場所 
由木中央市民セン夕ー 

～松木付近の遺跡～ 
由木中央市民センター 

お問い合わせ 高齢者安心相談センター由木 由木中央住民協議会 

カテゴリー 講座＆フイールドワーク 弓矢遊び（ワークショップ） 

実施状況（左） 

と予定（右） 

前半は 「意外と知らなかった地 

域に眠る縄文文化」の座学、 

後半は徒歩10 分ほどにある 

NO.107遺跡付近まで散策 
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縄文時代の二大発明 
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